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１．調査概要

 - なぜ調査を実施し たか

 - どのよう に調査を実施し たか
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　「 声を 聴かれにく いこども・ 若者」の例

 

   ♢  不登校のこ ども 、中退し た若者

   ♢  障害児・ 医療的ケア児*、外国人のこ ども・ 若者

   ♢   社会的養護**の下で暮ら すこ ども 、社会的養護経験者、虐待を受ける、
　 　 または受けたこ と があるこ ども・ 若者、経済的に困難な家庭のこ ども・ 若者

   ♢  乳幼児期のこ ども  

調査報告書は、その調査結果を まと めたも のです。

そこ で今回、こ ど も 家庭庁は、声を 聴かれにく い状況にある と 考えら れる 多

様なこ ど も ・ 若者に意見を 聴く 在り 方（ 聴く 側の姿勢、聴く 方法、政策への反

映方法など）について、調査を 実施し まし た。

⃝   こ ど も ・ 若者は、保護者や社会の支えを 受けながら 、自立し た個人と し て 自己

を 確立し ていく 意見表明と 自己決定の主体、いわば権利の主体です。 

⃝   こ ど も ・ 若者を「 将来を 担う 」と いう だけの存在ではなく 、「 いまを 生き る 市民」

と し て捉え、その意見を 聴き ながら と も に社会を 創る パート ナーなのだと いう

意識を 広く 共有する こ と が重要です。

⃝   政府では、令和４ 年度に調査研究を 実施し 、こ ど も ・ 若者の意見を 聴き 、政策に

反映する ためのプロ セスについて調査し まし た。 

⃝   その中で、「 声を 聴かれにく いこ ど も ・ 若者」の意見を 聴き 、政策に反映する た

めに状況や特性に合わせた工夫や配慮が必要、と いう 課題がある こ と が分かり

まし た。 

ー  言葉の説明 ー

* 医療的ケア児 … 生活の中で、 人工呼吸器やたんの吸引と いっ た特別な道具や助けが必要なこ ども 。 

** 社会的養護 …  保護者のない児童などを 、 施設等を 活用し て養育し 、 保護する と と も に、 養育に大き な困難を 抱

える 家庭への支援を 行う こ と  。

1-1. はじ めに
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ー  言葉の説明 ー

*心理的安全性 … 自分の意見や気持ち を 安心し て表現でき る状態。 

こ ども や若者が意見を 言い、その意見が政策に反映さ れる ためには、

 　 　 社会の仕組み・ ルール、 政策課題について知る機会があるこ と  

 　 　 意見を伝えやすい相手が身近に存在し ているこ と

 　 　 意見の背景にある状況や環境について相互理解がさ れているこ と

 　 　 安全・ 安心な場所で意見を述べら れるこ と

 　 　 意見を言う と きや言っ たあと の心理的安全性*が確保さ れるこ と

 　 　 自分が伝えやすい表現方法で伝えるこ と ができ るこ と

などが必要です。

し かし 、不登校のこ ど も 、障害児、虐待を 受ける こ ど も ・ 若者、性的マ イ ノ リ テ ィ

のこ ど も ・ 若者、乳幼児など、こ ど も や若者が置かれて いる 状況や特性によ っ て

は、こ れら の条件が満たさ れないこ と も 多いです。

そのこ と によ っ て、「 声の聴かれにく さ 」を 生んでいる 可能性があり ます。

今後、国や地方自治体が多様な こ ど も や若者の意見を 聴き 、政策に反映し ていく

ために、表出さ れやすい意見だけではな く 、「 声を 聴かれにく いこ ど も ・ 若者」の

意見を 聴く こ と が重要です。 

こ ども 家庭庁は、国や地方自治体がこ ども や若者から 意見を 聴き 、政策に反映する

取組を よ り 良く し ていく ために、「 声を 聴かれにく いこ ど も ・ 若者」の状況や特性

に応じ て、どのよ う な配慮や工夫が必要なのかを 調べ、まと める こ と にし まし た。

1-2. 調査の背景

「 声の聴かれにく さ 」と は？
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こ の調査研究では、４ つのステ ッ プ で 調査を 行い、声を 聴かれにく い状況にある

当事者（ こ ども ・ 若者）の声を 聴く こ と を 重視し まし た。

※ヒ アリ ン グを し た当事者には、報告書の内容を 事前に確認し ても ら っ ています。

また、報告書作成にあたっ て、デザイ ン や内容について、こ ど も ・ 若者から 意見を

聴き 、作成し まし た。

　 ♦  調査の流れ

多様なこ ど も ・ 若者の意見反映 

プ ロ セスの在り 方に関する  調査 研究

調
査
対
象
属
性
検
討

ステッ プ

1

文
献
調
査

ステッ プ

2

当
事
者
（
こ
ど
も
・
若
者
） 

ヒ
ア
リ
ン
グ

ステッ プ

4

有
識
者
・
支
援
者 

ヒ
ア
リ
ン
グ

ステッ プ

3
調
査
研
究
報
告
書

報告書案（ デザイ ン ・ 内容）に
ついて

こ ども ・ 若者から の
ヒ アリ ン グ

当 事者あ て の

フィ ード バッ ク

1-3. 調査の全体像
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令和 4 年度調査研究で分かっ た声を 聴かれにく いポイ ン ト を 踏まえて、下の４ つ

のカ テゴリ ーに分けて調査を 行いまし た。

声を 聴かれにく いポイ ン ト を 

踏まえたカ テ ゴリ ー 調査対象属性 ※

※ただし 、こ ども ・ 若者が抱える困難の要因は一つではないため、カ テゴリ ー間で重複するこ と があると 考えら れます。

※調査対象属性と は、それぞれのカ テゴリ ーに該当する 特徴を 持つと 考えら れる 人たち のこ と です。ただし 、書いて

ある 属性は、そのカ テゴリ ーに該当する と 考えら れる 属性の一部であり 、該当する全てのこ ども・ 若者を 網羅（ も う

ら ）でき ているわけではあり ません。

ー  言葉の説明 ー

*性的マイ ノ リ ティ  … 同性が好き な人、生まれたと き につけら れた性別に違和感を 覚える人などのこ と  。

不登校のこ ど も 、中退し た若者、 経済的

に困難な 家庭のこ ど も ・ 若者、ヤン グ

ケアラ ー、 アク セスの難し い地域に 

住むこ ど も ・ 若者 

障害児・ 医療的ケ ア 児、 外国人のこ ど

も ・ 若者 

社会的養護の下で 暮ら すこ ど も 、社会

的養護経験者、虐待を  受ける 、ま たは受

けた こ と がある  こ ど も ・ 若者、性的マ

イ ノ リ テ ィ * の こ ど も ・ 若者、いじ めを

受ける 、ま た は受けた こ と がある こ ど

も ・ 若者 

乳幼児期のこ ど も  （ ０ 歳、概ね１ 歳～３

歳未満の幼児、 概ね３ 歳以上の幼児） 

学校、地域、生活の場など を 通じ て情報

や参画機会を 提供する こ と が困難なこ

ど も ・ 若者 

1

意見表明の手法の選択肢が限ら れてい

る こ と から 受け止める 側も 聞く ための

工夫が特に必要なこ ど も ・ 若者 

2

意見を 言う こ と が安全・ 安心で ないな

ど、意見を 言う 環境に 特別な 配慮や工

夫が必要なこ ど も ・ 若者 

3

言葉だ けで はな く 、年齢及び発達段階

に応じ て、そ の意思（ 思いや願い）が多

様な 形で 表れ、受け止める 側も 聴く た

めの工夫が特に必要な乳幼児 

4

1-4. 調査対象

～声を 聴かれにく い状況のこ ども・ 若者～



2．調査結果

 - 調べてわかっ たこ と
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ー  言葉の説明 ー

*マイ ノ リ ティ  … ある 社会を 占める 多く の人たち と は違う 属性を 持っ た個人やその集団。少数派。

2 -1. それぞれの属性による特徴・ 声の聴かれにく さ  

(1 )  学校、地域、生活の場などを 通じ て情報や参画機会を 提供するこ と が 

困難なこ ども・ 若者

不登校のこ ども

⃝   こ のカ テ ゴリ に該当する こ ど も ・ 若者は自分自身が、学校や地域の居場所から

外れた存在だと 思い、いわゆる「 学校で う ま く いっ ている 人」「 マイ ノ リ テ ィ *

ではない人」と 一緒にいる こ と に苦痛を 感じ る こ と があり ます。

⃝   困難な状況にある こ と を 自分でわかっ ていないこ ど も・ 若者も 多く 、学校や地

域で居場所に、全く 参加でき て いないこ ど も ・ 若者も いる ため、該当する こ ど

も ・ 若者に意見を 聴き に行く こ と 、声掛けする こ と が難し いこ と があり ます。 

⃝  ヒ ア リ ン グの場に、学校の知り 合いが同じ 場にいる 可能性がある こ と で参加

し にく いこ と がある。（ 意見を 言う 機会があっ たと し て も ）みんな が集ま る

場所に行く こ と に抵抗がある 。（ 有識者） 

⃝  不登校のこ ど も や引き こ も り のこ ど も は、繊細（ せんさ い）で 真面目、自己責

任感が強い傾向があり 、「 期待さ れている こ と に応えなければなら ない」と い

う 気持ち が強い。（ 有識者） 

中退し た若者

⃝  中退し た若者の中には、通信制高校に通え な い人も おり 、社会と のア ク セス

が断絶さ れてし まい、声を 聴く こ と が特に難し い。（ 有識者） 

⃝  政策が縁遠いも のと いう 認識がある ため、政策に対し て意見を 言う と いう 気

持ち になり にく い。（ 有識者） 
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2 -1. それぞれの属性による特徴・ 声の聴かれにく さ  

(1 )  学校、地域、生活の場などを 通じ て情報や参画機会を 提供するこ と が 

困難なこ ども・ 若者

ヤングケアラ ー

⃝  ヤン グケアラ ーは、自分がヤン グケアラ ーだと 自認し ていないこ と が多いた

め、ヤン グケア ラ ーの立場で意見を 言いたいと いう 人にアプ ロ ーチする こ と

が難し い。（ 支援者） 

⃝  ヤン グケアラ ーにと っ ては、「 家が職場」と いう 感覚がある 。（ 電話やオン ラ イ

ン など で）自宅で意見を 言う と 、家族に話を 聴かれる こ と にリ スク を 感じ る。 

（ 有識者） 

経済的に困難な家庭のこ ども・ 若者 

⃝  自分の思いを 言える 相手や本音を 言える コ ミ ュ ニテ ィ が無く 、自分のこ と を

語る 際につま づく こ ど も が多い。（ 支援者） 

アク セスの難し い地域に住むこ ども・ 若者

⃝  イ ベン ト など の情報を 得る 機会はあっ ても 、それが都市部で行われる 場合に

は、参加の機会に制限やハード ルがある 。（ 高校生世代） 
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2 -1. それぞれの属性による特徴・ 声の聴かれにく さ  

( 2 )  意見表明の手法の選択肢が限ら れているこ と から 受け止める側も 聴

く ための工夫が特に必要なこ ども ･若者

障害児

⃝   こ のカ テゴリ に該当する こ ども ・ 若者は、大人（ 聴く 側）が勝手に意見のないこ

ども・ 若者だと 思いがち です。意見が言語化さ れて表れていないから と いっ て、

意見がないわけではあり ません。

⃝   意見の表出が上手く で き な いこ と や、意見を 伝え る こ と に時間がかかる こ と

で、「 言っ ている けれど も 伝わら ない」経験や、意見を 言う と 大人が「 大事（ おお

ごと ）」にし てし まう 経験を し てき たこ と が考えら れます。そう し た経験の積み

重ねが、大人へ意見を 言う 事へのハード ルになっ ている 特徴があり ます。

ー  言葉の説明 ー

*第三者返答 …  話し かけてき た人の見かけの印象などから 、その人と の意思疎通が問題ないにも 関わら ず、無視し

て、その人と 一緒にいる人に返答するこ と  。

⃝  自 分 の 行 動 の 理 由 や 自 分 の思 い を う ま く 人 に 伝 え ら れ な い 人 も い る。 

（ 文献調査） 

 ⃝  全く 聞こ えない場合や、聞こ えにく い人がいる 。（ 文献調査） 

⃝  意思交換（ 言葉を 理解し 、気持ち を 表現する こ と な ど ）が苦手な 人も いる 。 

（ 文献調査） 

医療的ケア児 

⃝  日常生活及び社会生活を 営むために常に医療的ケア を 受ける こ と が不可欠

なため、意見表明の機会に参画する ために移動する こ と に困難がある 。

⃝ 医療的ケア 児のコ ミ ュ ニケーシ ョ ン は、主観的な 方法が用いら れて いる が、

　 親や身近な人などの理解でき る 人が限ら れる 方法になり がち である 。

⃝  医療的ケア 児は、親が本人の意見を 代弁する こ と にな る こ と が多いため、コ

ミ ュ ニケーショ ン が「 第三者返答 *」になり やすい 。
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2 -1. それぞれの属性による特徴・ 声の聴かれにく さ

( 2 )  意見表明の手法の選択肢が限ら れているこ と から 受け止める側も 聴

く ための工夫が特に必要なこ ども ･若者

外国人のこ ども・ 若者 

⃝  日本語によ る 意思の伝達が困難で ある こ と な ど から 、戸惑いや不安を 感じ

たり 、た ずねた いこ と や伝え たいこ と があっ て も 言い出せな いこ と がある。 

（ 有識者） 

⃝  翻訳ア プ リ を 使っ て も「 自分の気持ち 」を 翻訳し て 伝え る こ と は難し い。 

（ 支援者） 

⃝  日本語学習において、実用的な 言葉を 先に学ぶ。気持ち や感情について の表

現は後から 学ぶため、抽象（ ち ゅ う し ょ う ）的に「 気持ち 」や「 感情」を 聞かれる

と 、日本語で答える のが難し い。（ 支援者） 
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2 -1. それぞれの属性による特徴・ 声の聴かれにく さ  

( 3 )  意見を 言う こ と が安全・ 安心でないなど、意見を言う 環境に特別な配

慮や工夫が必要なこ ども・ 若者

⃝   こ のカ テ ゴ リ に該当する こ ど も ・ 若者は、置かれた環境・ 経験によ っ て、自身

の気持ち 自体を 失っ たり 、気持ち を 言う こ と への恐怖心が植え 付けら れて お

り 、意見形成や意見表明の力が弱っ ている こ と が多いです。 

⃝   不信感や警戒（ けいかい）心が強く 、傷つき やすい状況にな っ ており 、意見を 言

う こ と 、聴かれる こ と によ っ て、苦痛を 感じ る おそれがあり ます 。

⃝   自身の経験・ 属性・ 意見が伝わる こ と によ っ て不利益を 被る リ スク がある ため、

匿名（ と く めい）性*が確保さ れる かどう かを 強く 気にする こ と があり ます。

⃝   社会的養護経験者は、社会から の支援と のつながり が途切れる 場合も あり 、声

を 伝える 機会自体が少ないです。ま た、相手を 選ばなければ言えな い特徴があ

り ま す。さ ら に、勇気を 出し て 意見を 言っ て も 、「 理解さ れな い、伝わら な い」、

「 言っ たこ と で逆に自分に不利益が被る 」経験が、意見を 言う 事のハード ルを あ

げている こ と も あり ます 。 

ー  言葉の説明 ー

*匿名性 … 本人の発言や行動によ り 本人に不利益なこ と が起き ないよ う に本人の身元を 隠すこ と  。

社会的養護の下で暮ら すこ ども 、社会的養護経験者 

⃝  社会的養護経験者は、信頼で き る 大人と の出会いが少な いた め、声を 伝え る

機会自体が少ない。（ 有識者） 

⃝  育っ てき た経験によ っ て、自分がど んな気持ち か分から なく なる ま で感覚自

体が失われており 、 “ 麻痺（ まひ）” し ている こ と も ある 。（ 有識者） 
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2 -1. それぞれの属性による特徴・ 声の聴かれにく さ  

( 3 )  意見を 言う こ と が安全・ 安心でないなど、意見を言う 環境に特別な配

慮や工夫が必要なこ ども・ 若者

虐待（ ぎゃく たい）を受ける、 または受けたこ と があるこ ども・ 若者 

ー  言葉の説明 ー

*性的指向 … 恋愛感情又は性的感情の対象と なる 性別についての指向。例えば、男性が好き 、女性が好き 、男性も 女性

　 　 　 　 　 　  も 好き などのこ と です。

**性自認 … 自己の属する 性別についての認識に関する その同一性の有無又は程度に係る 意識。「 ジェ ン ダー・ アイ デ

　 　 　 　 　 　 ンティ ティ 」と も いいます。 

⃝  何事に対し ても 自分に原因がある と 考えてし ま い、言う 前に自分で止めてし

ま う 。言っ て も 人が動いて く れな いので はな いか、言え ば怒ら れる ので はな

いか、を 気にし てし ま う 。（ 支援者） 

⃝  虐待によ っ て脳の発達に影響を 受けている 当事者も いる ため、自分の状況に

対し ての原因やつま ずき の理由が本人でも わかっ ておら ず、自ら の状況を 踏

ま えた意見形成が難し い。（ 支援者） 

性的マイ ノ リ ティ のこ ども・ 若者 

⃝  アウテ ィ ン グ（ 本人の意思に反し て性的指向や性自認を 第三者に知ら れる こ

と ）のリ スク がある た め、自身の性的指向*や性自認 ** を 明ら かにし た上で

の意見表明がし ずら い。（ 有識者） 

⃝  こ れま で 施策の対象から 漏れて き た 経験や歴史があり 、「 ど う せ意見を 言っ

ても 変わら ない」、「 自分が我慢すれば済むのではないか」と 思っ て いる こ と

が多い。（ 有識者） 

⃝  意見を 聴く 場がイ ン ク ルーシ ブ なも のになっ ておら ず、「 特別な人たち 」と し

て 扱われる こ と で、意見を 聴かれる 場に参加する こ と も た めら っ て し ま う 。

（ 高校生世代） 

いじ めを受ける、受けたこ ども・ 若者 

⃝  いじ めを 受けた こ ど も は周り に対する 不信感が強く な ら ざ る を 得ず、警戒

（ けいかい）心が強く 、傷つき やすい状況になっ ている 。（ 有識者） 

⃝  いじ めを 受けている 、受けた経験のある こ ども・ 若者は、いじ めの情景を 思い

出し たく な いと 感じ た り 、話すこ と で 苦痛に感じ た り する こ と がある た め、

話し たがら ないこ と が多い。（ 有識者） 
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2 -1. それぞれの属性による特徴・ 声の聴かれにく さ  

( 4 )  言葉だけではなく 、年齢及び発達段階に応じ て、その意思（ 思いや願

い）が多様な形で表れ、受け止める側も 聴く ための工夫が特に必要な

乳幼児 

乳幼児 

⃝   乳幼児から 意見を 聴く こ と 自体難し いと 考えら れてき て、こ れまで聴かれてき

ませんでし た。

⃝   日常のつぶやき や表情の中に、気持ち や考えが含ま れている ため、ま と ま っ た

形の意見と し て聴かれにく いこ と があり ます。

⃝   保育園等でも 、保育士が決めた指示に従う こ と が求めら れ、従わない子は問題

児（ 困っ た子）扱いさ れてし まう こ と も あり ます。

ー  言葉の説明 ー

*刹那的 … あと 先を 考えず、今こ の瞬間だけを 充実さ せて生き よ う と する さ ま 。

⃝  ３ 歳程度ま での乳幼児は、自分で気持ち を 表現でき ないこ と がある 。（ 有識者） 

⃝  声には出さ ないが表情等で表現する こ と も ある ため、声に出し ている こ と と

考えている こ と が異なる 可能性がある 。（ 有識者） 

⃝  乳幼児 は 刹那 ( せつな ) 的*で あ り 、今を 生き ている 。今の最善は言え る が、

先のこ と を 考えて意見でき る わけではない。明日には意見が変わる かも し れ

ない。（ 有識者） 
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2 -2. 当事者の声

(1 )  学校、地域、生活の場などを 通じ て情報や参画機会を 提供するこ と が

困難なこ ども・ 若者

① 意見を言う 相手

② 意見を言う 場所・ 環境

立場や価値観が違う と 言いづら く 感じ た。立場だけでな く 、意見を はっ

き り 言う 人・ 濁し て言う 人のよ う な価値観が違う こ と も 影響する 。

（ 2 0 代、不登校経験者）

配慮し ていただける こ と はあり がたいが、一方であまり ネガティ ブに捉

えら れる よ り は、ポジティ ブに捉えてほし い。

（ 高校生世代、ヤン グケアラ ー）

学校の先生は怖く 感じ てし ま う 。（ 2 0 代前半、中退）

知ら ない大人であっ ても 、こ の場所（ 若者自立支援ルーム）に来てく れた

こ と や、こ ど も 家庭庁から 来た人のため「 分かっ ている 人」だと 思っ たの

で、大丈夫だっ た。（ 2 0 代前半 , 中退、２ 人から の意見）

ヤン グケアラ ーは、ケアを し ながら 参加し ても ら う こ と が想定さ れる た

め、外出が難し い人も 多いと 思う 。その点で、オン ラ イ ン のヒ アリ ン グと

いう 点はと ても いいと 思う 。（ 2 0 代前半、ヤン グケアラ ー）

アク セスの難し い地域に住むこ ども から 話を 聴く 場合、その地域に聴く

側が出向く のは一つの有効な手法。

（ 高校生世代、アク セスの難し い地域に住む若者）
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2 -2. 当事者の声

(1 )  学校、地域、生活の場などを 通じ て情報や参画機会を 提供するこ と が

困難なこ ども・ 若者

③ 手法

SN Sで意見を 言う こ と は楽だが、表情が見えずコ ミ ュ ニケーショ ン がで

き ないから あま り 好まない。

（ 2 0 代前半、中退）

オン ラ イ ン のヒ アリ ン グは参加し やすい反面、自宅にし か環境がないこ

と が多い。話し 声がケア を し て いる 祖父に聞こ え てし ま う 、ある いは母

親に聞こ えてし まう こ と で、躊躇する こ と があっ た。

（ 2 0 代前半、ヤン グケアラ ーラ ー）

オン ラ イ ン 環境は浸透し ている が、一部、ネッ ト が通じ て いな い子も い

る 。そう いう 子は、電波が届かないため、オン ラ イ ン で意見を いう こ と も

でき ないと 感じ る 。

（ 高校生世代、アク セスの難し い地域に住む若者）

④ 対話や問いかけの仕方

話し て いる と き に、途中でいろ いろ 言われる と 話すのがイ ヤ。言いたい

のはそれじ ゃ ないのに、と いう 気持ち になる 。

（ 小学生、不登校）

聴き たいと いう スタ ン スだっ たら 、「 聴き に来てほし い」と 思う 。「 行く 」

と いう のは違う と 思う し 、中立的な 場所があればいいのかも し れな い

が、ピ ン と こ ない。（ 2 0 代前半、中退）
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⑤ 誰と 一緒がよいか 

2 -2. 当事者の声

(1 )  学校、地域、生活の場などを 通じ て情報や参画機会を 提供するこ と が

困難なこ ども・ 若者

色んな人がいる 環境でヒ アリ ン グを する 場合、似た境遇の人がいる と 心

強いし 、話し やすい。半分以上はいてほし いと 思う 。

（ 2 0 代前半、中退）

僕は、ヒ アリ ン グの場は全員が若者自立支援ルーム（ ヒ アリ ン グ先施設）

の人であっ てほし いと 思う 。（ 2 0 代前半、中退）

施設のスタ ッ フ がいる と 安心感がある 。言葉に詰ま っ たと き に意訳し て

く れる（ フ ォ ロ ーし てく れる から ）いてほし いと 思う 。（ 2 0 代前半、中退）

⑥その他 

行政の人だけで全部考えてし まっ て最後に意見を 聴かれても「 あーそう

ですか」と し かな ら ない。最初から「 こ う いう こ と を 悩んでいる 、ど う し

たら いいと 思う ？」と いう 時点で意見を 聴いてほし い。

（ 2 0 代、不登校経験者）

「 ヤン グケアラ ー」と 表現する 言葉を 使わないと 、そも そも 話を 聞いてく

れない実態も ある のではないかと 思う 。一方で、自分自身を ヤン グケア

ラ ーだと 言える までに時間がかかる こ ども も 多いと 思う 。

（ 高校生世代、ヤン グケアラ ー）



19

2 -2. 当事者の声

( 2 )  意見表明の手法の選択肢が限ら れているこ と から 受け止める側も 聞

く ための工夫が特に必要なこ ども ･若者 

① 意見を言う 相手

知ら ない先生は、自分のこと を わかっ てく れないから 嫌だし 、話し にく い。

（ 小学生、障害児）

学校の先生に意見を 伝える と 、呼び出さ れる かも し れないのが嫌だ。

（ 小学生、障害児）

いじ めの話など は、学校の先生には言えない。いじ めた本人に伝わっ て、

本人と 次会う と き に気ま ずく なっ てし まう 。（ 小学生、障害児）

② 意見を言う 場所・ 環境

（ こ の調査研究のなかでは、こ の点についての声は聴けていません） 



20

2 -2. 当事者の声

( 2 )  意見表明の手法の選択肢が限ら れているこ と から 受け止める側も 聞

く ための工夫が特に必要なこ ども ･若者 

③ 手法

（ 直接意見を 言う よ り も 、手紙で あればゆっ く り 考えてたく さ ん書ける

から 伝えやすい？の質問に対し て）う ん。他の人がいる 場所だと 、自分の

意見が知ら れてし ま う こ と があま り 嬉し く ない。（ 中学生、障害）

心拍を 測る 機械で反応が分かる 。（ 医療的ケア児の支援者）

翻訳アプリ を よ く 使う 。翻訳アプリ で話すと 、日本人と 話し やすく なる 。

翻訳アプリ を 使っ てほし いと 伝える のも 難し い。（ 中学生、外国人）

（ 日本語が難し いから ）学校でわから ないこ と はあま り 言えない。「 こ こ

がわから ない」と わから ない箇所を 言葉（ 日本語）で伝える のが難し い。

（ 中学生、外国人）
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2 -2. 当事者の声

( 2 )  意見表明の手法の選択肢が限ら れているこ と から 受け止める側も 聞

く ための工夫が特に必要なこ ども ･若者 

④ 対話や問いかけの仕方

話し ている と き に「 何を 言っ ている んだ？」と いう 表情を さ れる と 、言い

にく い。（ 中学生、障害）

⑤ 誰と 一緒がよいか 

知っている 人や先生が近く にいて、助け船を 出し ても ら う ほう が嬉し い。

（ 中学生、障害）

意見を 言う 時に一緒にいる 人の年齢は、年下よ り 年上の方が話し やす

い。年上はあまり 嫌なこ と 言わないと 思う 。（ 小学生、障害）

※注： 障害者である こ と を 理由に年下の人から 嫌なこ と を 言われた経験がある と 保護

者の補足説明あり

そも そも 知ら ない人と 一緒に話し 合いを する こ と は無理だと 思う 。

（ 身体が小さ いから ）ずっ と 見ら れる し 、目線を 感じ る と 思う から 嫌だ。

（ 小学生、障害）

学校で はネパール人の友達が 2 人いて、日本語を 話すのを 手伝っ て も

ら っ ている 。１ 人よ り 友達と の方が話し やすい。（ 中学生、外国人）

8 年一緒に過ごし て、よ う やく 表情で気持ち を 判断でき る よ う になっ た。

いやなこ と は表情で上手く 表現でき る が、嬉し い、楽し いと いう 感情は、

普段から 関わっ ている 人でないと 読み取る のが難し い。

（ 医療的ケア児の支援者）
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2 -2. 当事者の声

( 3 )  意見を言う こ と が安全・ 安心でないなど、意見を言う 環境に特別な配

慮や工夫が必要なこ ども・ 若者 

① 意見を言う 相手

 中学生の頃、児童養護施設の自治会議に、「（ 施設の先生が）同席さ れる こ

と で施設に対し ての要望や不満を 言えないため、数分でも 良いので退席

し ても ら えないか」と 意見を 言っ たと こ ろ 、対応し ても ら えた。

（ 2 0 代前半、社会的養護経験者）

3 0 代と か、年齢的に近い人の方が言いやすいと 思う 。

（ 高校生世代、性的マイ ノ リ テ ィ ）

価値観のよ う な部分は、年配の先生と は合わな いかな？と 思っ たし 、相

談し よ う と も 思わなく なる 。

（ 高校生世代、性的マイ ノ リ テ ィ ）

② 意見を言う 場所・ 環境

例えば、ホームグラ ウン ド（ 普段過ごし ている 場所）だと 話し にく いと い

う 子やお店な ど、外出先の方が他人の目があり 、監視カ メ ラ がある ので

親が自制する 効果が期待でき て安心し て話せる 子も いる と 思う 。1 対複

数で同じ 机を 囲む状況が無理だと いう 子も いた 。（ その子はかつて家族

から 食卓で責めら れた経験があっ た）（ 2 0 代前半、社会的養護経験者）

自分から 省庁や自治体に出向く のは、権力や（ マイノ リ ティ である 点で）

数的に不利なので抵抗感がある 。数名で話を 聴き に来てく れる と いう 機

会は話し やすい。（ 高校生世代、性的マイ ノ リ テ ィ ）
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2 -2. 当事者の声

( 3 )  意見を言う こ と が安全・ 安心でないなど、意見を言う 環境に特別な配

慮や工夫が必要なこ ども・ 若者 

③ 手法

小学校でア ン ケート が配ら れた際に、自分の状況（ 暴力を 振る われてい

た状況）を 書き たかっ たが、提出前に保護者が印を 押さ なければなら な

かっ たため、「 普通」と 書いた。ア ン ケート があっ たこ と 自体も 親に伏せ

てほし い。（ 2 0 代前半、社会的養護経験者）

（ 自宅でのオン ラ イ ン は）親がいる から 普通の声の大き さ でし ゃ べる こ

と に抵抗があり 、話し にく い。メ ールや LIN E で相談する 手段がある と い

いと 思う 。（ 高校生世代、性的マイ ノ リ テ ィ ）

学校のアプ リ（ コ ン ディ ショ ン レ ポート ）で「 相談し よ う と 迷っ ている こ

と 」に「 はい /いいえ」を チェ ッ ク する 欄で悩みがある こ と を 伝えたこ と

も ある 。本当は直接言う のが苦手なので、自由記述欄がほし いが、自由記

述の内容を 伝えたい教員以外に見ら れたく はない。

（ 高校生世代、性的マイ ノ リ テ ィ ）

④ 対話や問いかけの仕方

児童養護施設のこ ど も が不幸と いう 思い込みのも と 、対応を さ れて き

た。「 虐待さ れたから 辛い・ かわいそう 」で理解が止ま ら ないでほし い。

（ 2 0 代前半、社会的養護）

ヒ アリ ン グの場において、「 意見を 聴かれる 人たち 」や「 特別な人たち 」と

分けら れてし ま う こ と に抵抗感がある 。

（ 高校生世代、性的マイ ノ リ テ ィ ）
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2 -2. 当事者の声

( 3 )  意見を言う こ と が安全・ 安心でないなど、意見を言う 環境に特別な配

慮や工夫が必要なこ ども・ 若者 

⑤ 誰と 一緒がよいか 

知っ て いる 存在が同席し 、自分のホームで 話し ている 状況は理想的。知

ら ない場・ 知ら ない人から の連絡は怖い。（ 2 0 代前半、社会的養護）

集団のな かで LG BTQ * について 話す場があっ て も 、相手がど う 思う か

と かを 考えてし ま う ので、言いづら い。（ 高校生世代、性的マイ ノ リ テ ィ ）

参加者がみんな LG BTQ の場や、カ ミ ン グアウト し ている 人同士の場で

あっ ても 、（ 知ら な い人の中で発言する のは）やはり 難し いと 思う 。怖さ

がある 。（ 高校生世代、性的マイ ノ リ テ ィ ）

⑥その他 

「 LG BTQ 」と いう 単語が出た 時点で、みんな と 壁がで き る、全く 異な る

人種と し て扱われる 感覚がある 。 SO G I ** と いう 単語の方が、全ての人

に関わる 単語なので良いと 思う 。（ 高校生世代、性的マイ ノ リ テ ィ ）

名前を フルネームで書く 必要がある のか？や、人数比も 気にし てほし い。

（ 高校生世代、性的マイ ノ リ テ ィ ）

ー  言葉の説明 ー

*LG BTQ  … レ ズビアン 、ゲイ 、バイ セク シャ ル、ト ラ ン スジェ ンダーなどのの性的マイ ノ リ ティ の人々。

**SO G I … 性的指向、性自認のこ と 。 
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2 -2. 当事者の声

( 4 )  言葉だけではなく 、年齢及び発達段階に応じ て、その意思（ 思いや願

い）が多様な形で表れ、受け止める側も 聴く ための工夫が特に必要な

乳幼児 

① 意見を言う 相手

ち ょ っ と 緊張する 。（ 乳幼児）

初めての人と 会っ た時も お友達がいたら 緊張し ない。（ 乳幼児）

知ら ない人たち が来たら 緊張する ？ （ 質問者） 

こ わい。緊張する 。（ 乳幼児）

困っ ている みんなを どう し たら 助けてあげら れる かっ て聞かれたら 、自分のき も ち を

言える ？ （ 質問者） 

先生は優し く し てく れたから 緊張し なく なっ た。（ 乳幼児）

う ん。（ 乳幼児）

新し い人が来たら 悪いこ と し ないかなっ て緊張し ち ゃ う 。いい人だっ た

ら 怖く ない。  （ 乳幼児）

保育園の先生が一緒にいたら 緊張し ない？ （ 質問者） 
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2 -2. 当事者の声

( 4 )  言葉だけではなく 、年齢及び発達段階に応じ て、その意思（ 思いや願

い）が多様な形で表れ、受け止める側も 聴く ための工夫が特に必要な

乳幼児 

②その他

自由がいい。 （ 乳幼児）

死んでも また同じ 学年で復活でき る。（ 乳幼児）

危ないも のがないまち。（ 乳幼児） 

なんでも でき るのがいい。（ 乳幼児）

どんなまち だっ たら 素敵なま ち かな、住んでみたいと 思う かな？ （ 質問者） 

車でぶつかっ ても 死なないまち。（ 乳幼児）

すごいな。やり なおせる っ てこ と ？ （ 質問者） 

火事になっ たと き にロボッ ト 式消火器があればいい。（ 乳幼児）

どら えも んがいたら いい。（ 乳幼児） 

どう し たら 危険がないま ち になり そう ？ （ 質問者） 
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2 -3. 属性に共通する大事なこ と

調査を も と に、声を 聴かれにく いこ ども・ 若者の意見を 聴く ために大事な

こ と を 整理し まし た。 

＜こ ども ・ 若者の意見を聴き、政策に反映するための一般的なサイ ク ル＞

下図は、こ ども ・ 若者の意見を 聴き 、政策に反映するための一般的なサイ ク ルです。こ のサイ ク ル

に沿っ て、「 声を聴かれにく いこ ども ・ 若者」の意見を聴く ために大事なこ と を 、以降に記載し てい

ます。

⃝   企画 

　 - 意見を聴く 対象を検討する 

　 - テーマを設定する 

　 - 安全・ 安心を確保する 

　 - 実施体制を作る 

⃝  事前準備 

　 - 参加者を募集する 

　 - 意見を聴く ための準備をする 

⃝  意見を 聴く  

　 - 聴く 側の姿勢や体制を整え、 意見を伝えやすい

　   工夫や配慮を行う  

　 - 意見を表明する選択肢を用意する 

　 - 振り 返り をする 

⃝  反映 

　 - 聴いた意見を受け止めどう 反映するか検討する 

⃝  フ ィ ード バッ ク  

　 - 聴いた意見がどのよう に扱われたのか説明する 

こ ども 基本法、こ ども の権利条約を正し く 理解するこ と  

⃝  聴く 側が、こ ど も 基本法、児 童の権利に関する 条約（ こ こ では「 こ ど も の権利条約」と いう ）

と そ のいわゆる 4 つの原則（「 生き る 権利」、「 育つ権利」、「 守ら れる 権利」、「 参加する 権利」）

について正し く 理解する 。こ ど も にと っ て 最も 良いこ と を 考え、 「 大人の視点で考えた最善」

に 偏ら ず、ど のよ う に 意見聴取を し たら よ いか、こ ど も と 話し 合っ て決める こ と が大事で

ある  。

サイ ク ル全般でのポイ ント

( 1)  聴く 側の姿勢・ 心構え
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2 -3. 属性に共通する大事なこ と

意見を聴く 目的、当事者にと っ ての意味を伝える 

こ ども・ 若者本人を尊重し 、感謝の気持ちを持つ 

成果に囚われすぎない 

⃝  意見を「 聴き 出す」のではなく 、何のた めに 意見を 聴く のかや、本人や社会にと っ て の意義

を 伝え る 。 

⃝  意見を 聴く と き には、こ ど も・ 若者本人を 尊重し 、「 感謝の気持ち 」を 持つこ と が大切。 

⃝  属性に対する 固定観念を 取り 払い 、一人ひと り のこ ど も の気持ち や考え に応じ て、でき る

だけのこ と は対応する と いう 姿勢が大切で ある 。

【 意見を 聴く と き の姿勢の例】 

 -  困難な状況にある こ ど も ・ 若者に 対し て も 、「 かわいそう 」と いう 姿勢ではなく 常にフ ラ ッ

ト な 姿勢、社会を 構成し て いる 一人の人間と し て 向き 合う 。

 -  ま と ま っ た「 意見」と いう 形で なく ても 、こ ど も・ 若者が普段ど んなこ と で困っ ている のか、

ど んな気持ち を 伝えたいのかを 率直に伝えて ほし いと いう こ と を 伝える 。 

⃝  意見を 聴く 時間の制約がある 中で も「 こ ど も が 話し た いこ と を 聴く 、受け止める 」姿勢が

大切で ある 。 

⃝  こ ど も・ 若者は学校等に おいて 大人が 期待する 答え を 言う 場面に慣れている ため、本音を

聴く ためには、聴く 側の期待する 答え を 言わなく てはいけな いよ う な雰囲気にし な いこ と

が大切である 。

バイ アス（ 偏見）を持たないこ と  

⃝  「 こ ど も と はこ う いう も ので ある 」と いう 決めつけを せず、「 こ ど も は 大人に 比べて 正し い

意見を 言え ない」と いう 偏見を 持たな いこ と  。

⃝  困難な 状況 にある こ ど も・ 若者を「 かわいそう な人」と いう 先入観を も っ て みる のではな

く 、一人の人間と し て尊重する こ と が大事。

サイ ク ル全般でのポイ ント
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2 -3. 属性に共通する大事なこ と

( 2 )  意見聴取の場の企画・ 設計

個別のこ ども に応じ た配慮を する

⃝  こ の属性の子には、「 こ れさ え行えばよ い」と いう 線引き はない。意見が

聴かれにく い属性の当事者だけでなく 、ど のこ ども にと っ ても 常に「 最

善の意見を 聴く 場」と なる よ う に、ど のよ う な環境を 整備すればよ いか

を 考える こ と が大事 。

支援者と 十分に連携する

⃝  当事者のこ ど も ・ 若者の困難な 状況について、よ く 理解し ている 支援

者や当事者が信頼し ている 人が、そばにいる と 、安心でき る。

⃝  ただし 、実際に意見を 聴く 時に同席し てほし いかどう かは、その当事者

によ っ て違う ため、必ず確認を する こ と 。

圧迫感がなく 自由な対話の場である こ と が伝わる
環境づく り

⃝  聴く 側（ 大人）の人数は、多すぎない方が良い。

⃝  服装は、聴く 側も 参加する こ ども ・ 若者も 自由であり 、多様性を 認める

こ と 。（ スーツ だら けはN G ）

共通の理解の下で対話ができ る 環境

⃝  個別かグループ かは、意見を 聴く テ ーマ にも よ る が、グループ の場合

は、こ ど も ・ 若者の誰も が「 自分がこ こ にいても いいんだ」と いう よ う

な気持ち になる 環境づく り を する こ と 。

安全・ 安心である こ と

【 安全・ 安心な環境の例】

⃝  自分の話や個人情報が、勝手に誰かに伝わら ない。

⃝  グラ ン ド ルールや意見を 聴く 目的、聴く 人な ど の情報を 十分に伝え て

いる 。

⃝  毎回人が入れ替わる のではなく 、特定の人が普段から 関係を つく り 、信

頼関係を つく る こ と が望まし い。

①

基本的
な

考え方

②

体制

③

場所
・

環境

企画する
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2 -3. 属性に共通する大事なこ と

( 2 )  意見聴取の場の企画・ 設計

当事者が参加し やすい状況から 始める

⃝  多様な こ ど も たち にあわせて ど う いっ た場が必要か考え、当事者が安

心し て「 参加し てみたい」と 思っ ても ら える よ う な工夫が必要。

【 例えば、次のよ う な状況から 回数を 重ね、徐々にイ ン ク ルーシ ブ な場を

つく る こ と も 一つの方法】

 ⃝  参加者に当事者と 似た境遇の人の方が多い環境（ 数的有利な状況）から

始める  。

 ⃝  支援者や当事者が信頼し ている 人を 交えた環境を 用意する 。 

インク ルーシブな場が既に形成さ れている 場所で実施する 

⃝  無理に「 意見が聴かれにく いこ ど も ・ 若者」を 参画さ せよ う と せず、既

にイ ン ク ルーシ ブ な場が形成さ れて いる 場所に出向き 、ヒ ア リ ン グを

実施する こ と が現実的 。

【 既にイ ン ク ルーシブ な場が形成さ れている 例】 

・  児童館  ・  こ ども 食堂  ・   青少年交流施設  ・  色々な人が集ま る 居場所 

④

「 インクルーシブ*」

な場で聴く 場合

の

留意事項 

企画する

ー  言葉の説明 ー

*イ ンク ルーシブ … 元々は「 包み込む」と いう 意味で、多様性を 認め合い、違いを 受け入れ合う こ と を いいます 。 
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2 -3. 属性に共通する大事なこ と

( 3 )  参加者の募集・ 準備

こ ども 達にと っ て身近なチャ ネルの利用 

【 アク セス方法例】 

⃝  SN S やオン ラ イ ン ゲームのチャ ッ ト 等 

⃝  学校や教育委員会と の連携 

⃝  支援団体や居場所等（ フ リ ースク ール、通信制高校、学習支援教室、こ ど

も 食堂、国際交流協会、日本語教室、 LG BTQ 支援団体など ）と の連携

①

こどもへの

アク セス

誰で も 参画し て よ い場、安心し て 参加で き る 場で ある と 、
情報を オープン にする 

【 募集・ 告知の工夫の例】 

⃝  チラ シの工夫を する（ こ ども の肌の色、髪の毛色、車いすのこ ど も など、

多様なイ ラ スト を 用いる ） 

⃝  障害の対応の可否を 示す 

⃝  グラ ン ド ルールを 示す 

⃝  意見を 聴く 人の情報（ 写真、経歴など）を 示す 

⃝  保護者の同意の要否を 示す など 

②

募 集・ 告 知
の

工夫 

こ ども ・ 若者の状況や環境を 十分に考慮する

⃝  公募だけでは参加が難し い。支援者（ 当事者団体や施設な ど ）を 通じ て

声掛けし 、こ ど も ・ 若者の存在を 認識し ても ら う などの工夫を する 。

⃝  困難の渦中にいる こ ども ・ 若者に聴く のは難し い場合がある こ と に留

意する 。本人の置かれた状況の深刻さ を 加味する 必要がある 。

⃝  時間や予算の制約の中で 効果的な意見聴取を 行う ために、意見を 持っ

て いる こ ど も 、意見表明を し やすいこ ど も を 対象と する こ と も 一つの

方法だが、そう し た取組を 入り 口に、声なき 声を 拾う ために取組を 広げ

ていく こ と が大切。

③

意見を 聴く
こども・ 若者

の決め方

当事者のこ と を よ く 知り 、安全・ 安心に意見を 言える ため
の準備を する 

【 事前準備の例】

⃝  当事者にと っ ての危険信号、 N G ワード な ど 、必要な配慮やど のよ う

な 場所、手法が良いか、当事者の状況に詳し い人（ 当事者本人や協力団

体、支援者）に聞いてみる 。

⃝  こ ど も の権利に関する 研修や当事者の属性に応じ た 研修を 受ける な

ど 、聴く 側のスキル向上を 行う  。

③

事前準備 

事前に準備する
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2 -3. 属性に共通する大事なこ と

( 4 )  意見聴取の場での対話の仕方

多様な選択肢を 用意する こ と  

⃝  ど の手法・ ど の場所がよ いと は一概に言え ない。当事者の状況や特性

に応じ て、様々な 形で 意見を 伝え る こ と がで き る 環境を 用意すべき。

（ プラ イバシーを 守れる かどう か、家庭環境に沿う かどう かなどに配慮）

【 多様な選択肢の例】 

 - 普段なじ みのある 居場所への訪問（ 個別、グループ ） 

 - SN Sのチャ ッ ト などを 使っ たやり 取り  

 - ZO O M など のオン ラ イ ン 

 - 手紙 

 - アン ケート 、質問箱（ 匿名） 

 - G IG A スク ール端末を 利用し た方法 など

答えを 誘導し ない

⃝  誘導になら ないよ う に、でき る 限り オープン な質問を 意識する 。

⃝  答えを 誘導する よ う な聴き 方は避ける 。

　（「 ○○だよ ね？ / でし ょ ？ / じ ゃ ない？」 など ） 

①

対話の手段
・

声を聴く 方法 

本人中心。あく まで意見表明の補助と すべき 

⃝  本人がう まく 伝えら れないと き に、必要に応じ て補助する 、発言を 整理

する よ う な代弁が必要な場合がある 。 

⃝  当事者本人の意思を 尊重し て代弁の必要性を 考え る こ と が重要。意見

の押し つけや誘導を し てはなら ない。 

⃝  何も 喋ら ないこ と や沈黙にも 意味がある ため、注意が必要 。

意見を 集約し て伝える こ と で、一人ひと り の意見に力を 持
たせる こ と ができ る 

⃝  こ ど も や若者は、自分一人の声なんて大し たこ と ない、と 思いがち 。

　 それを 集約し てそのこ ど も 政策の担当者に伝える こ と に意味がある 。

②

代 弁の

在り 方 

意見を聴く ・

フィ ード バック する 
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2 -3. 属性に共通する大事なこ と

でき ないこ と（ 責任範囲）を 明確にし つつ、責任を 持っ て対
応する こ と  

⃝  一人で対応せず、関係機関と 連携する こ と が必要

　（ 特に、虐待の通告義務） 

⃝  ただし 、本人の気持ち を 大事にすべき であり 、話を 聴いている 者自身が

悩みの解消のための支援を 直接行う こ と は難し い場合は、そのこ と を

事前に説明し たう えで、解決のための選択肢を 示し 、こ ども の意思を 確

認する こ と が大切。 

補足・ 訂正・ 取り 消し の機会を 確保する 

⃝  「 言い忘れ」や「 後から 発言を 取り 消し たい」「 誤解があっ た」な ど の時

に、こ ども から 連絡でき る よ う し ておく 。 

⃝  「 辛いこ と があっ たら 遠慮な く 連絡し て く ださ い」 と 伝え て おく と よ

い。 

⃝  訂正や取り 消し の確認依頼・ 受付な ど は、意見を 聴いた人が行う だけ

ではなく 、協力団体や支援者に頼んで 行う こ と も でき る。その際は、こ

ど も ・ 若者の意見が、本人の意思に反し て他者に知ら れな いよ う に留

意する 。 

 

わかり やすく 、個々に応じ た方法で結果を フ ィ ード バッ ク
する  

⃝  「 意見を 受けと めたこ と 」を 伝える と と も に、「 勇気を も っ て話し てく れ

たこ と 」に対し て感謝を 伝える こ と が大切。 

⃝  フ ィ ード バッ ク の内容は、「 聴取内容の確認」、「 聴取結果の活用方針の

説明」、「 聴取結果の反映検討状況や反映是非の報告」、「 反映でき ない場

合の理由の説明」が望ま し い。 

⃝  フ ィ ード バッ ク は、誰も が「 わかり やすい表現」で行う と と も に、必要に

応じ て本人や支援者に適切な方法を 確認する 。 

③
こども・ 若者への

不 適 切 行 為 や

権利侵害を

発見し た と き 、

悩 み の 相 談 を

受けたと き  

④

事後の

フ ォ ロ ー 

⑤

フィ ード バッ ク  

意見を聴く ・

フィ ード バック する 
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2 -3. 属性に共通する大事なこ と

( 5 )  政策反映につなげるための意見聴取の課題や工夫 

こ ども ・ 若者、聴く 側のお互いの学びを 深める 

⃝  こ ど も ・ 若者も 、意見を 聴く 側も「 こ ど も には意見表明する 権利がある 」と いう こ と や、こ ど

も ・ 若者と 関係のある 政策について、お互いに学びを 深める こ と が重要。 

⃝  意見を 聴く 政策担当者も 、「 ど の政策も こ ど も の権利と 関係がある 」と いう こ と を 意識し 、関

係者に伝える こ と が必要。

意見を 聴く タ イ ミ ン グ、こ ども ・ 若者に期待する 役割 

⃝  行政内ですべて考えてから 意見を 聴く のではなく 、施策を 考える と き 、悩んでいる と き に、ま

ず当事者から 話を 聞く と いう 発想（ 取組）が必要。 

⃝  大人が考えたテ ーマや質問にただ答えさ せる よ う な形で政策立案のためのアリ バイ 作り のよ

う にし てはいけない 。

 政策反映のための工夫 

⃝  身近な課題や困り ご と など 、答えやすいこ と を 入口に、「 なぜそのよ う な 問題がある のか？」

「 どう し たら う まく いく と 思う ？」と 深掘り し て聴いていく と よ い。 

⃝  一律の調査項目ではなく 、当事者や支援者の声から 何を 調査すべき か決めたり 、まずは対話で

定性的な声を 拾っ たう えで、それが量的ニーズと し てど う なのかを 定量的に検証する 等のサ

イ ク ルが有効。 

政策に反映する 
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2 -4. 属性別に気を付けるべき こ と  

(1 )  学校、地域、生活の場などを 通じ て情報や参画機会を 提供するこ と が

困難なこ ども・ 若者 

 

「 ど こ にも 居場所がないこ ど も ・ 若者」、「 困難な状況にある こ と を 自認し て
いないこ ども ・ 若者」への対応が存在する こ と を 認識 

⃝  基本的には、第三の居場所や支援団体など に繋がっ ている こ ど も ・ 若者を 通じ た意見聴取が

考え ら れる が、「 ど こ にも 居場所がな いこ ど も 」に意見を 聴く こ と も 大切で、そう いっ た存在

も 意識する こ と が必要である 。

困難な状況を 理解し ても ら え、本音を 言える 安心な環境の提供が必要 

⃝  ヒ アリ ン グで同席する 人を 良く 考える こ と が重要。例えば、当事者が信頼し ている 人や当事者

と 似た経験のある 人がいる こ と で安心な環境、本音を 言いやすい環境づく り ができ る 。 

⃝  言葉の選び方にも 注意が必要で 、例えば、ア ク セスが難し い地域について、「 あま り 発展し て

いない」や「 田舎」と いっ た表現を 使う こ と で傷つく こ ど も ・ 若者がいる かも し れないと 認識

する 。 



36

2 -4. 属性別に気を付けるべき こ と  

( 2 )  意見表明の手法の選択肢が限ら れているこ と から 受け止める側も 聴

く ための工夫が特に必要なこ ども ･若者 

 

表出し ていなく ても 、意見を 持っ ている と いう 認識を 持つ 

⃝  意見が表出し ていないから と いっ て、意見がないわけではない。 

⃝  意見を 聴く 際には、ど んなこ ど も ・ 若者にも 意思がある こ と を 意識する 必要がある 。意見の表

出が上手く でき なかっ たり 、意見を 伝える こ と に時間がかかる かも し れないこ と を 理解し 、必

要なのは聴く 側の工夫や配慮である こ と を 認識し たう えで、意見表出のサポート や時間を か

けて向き 合う こ と が重要。 

⃝  言葉だけが表現の全てではないこ と を 認識し 、表情や身振り 手振り 、沈黙など、あら ゆる 意見

の表出を 受け止める 準備が必要。

どの程度意見の表出ができ る かを 把握し 、適切な準備やサポート を 行う が必
要がある 

⃝  体制や配慮を 検討する ためには、「 ど の程度意志の表出ができ る か」について予め把握し たう

えで検討する 。 

⃝  安全・ 安心な環境にする ためには、当事者の特性を 予め把握し 、ど のよ う な配慮を 要する かを

確認する 必要がある 。 

言葉によ る 意見表明ができ ない場合、適切な代弁で補完する 

⃝  障害など で言葉によ る 表現が十分にでき ないこ ど も・ 若者の場合、適切な代弁で補完する 。た

だし 、当事者本人の意思を 尊重し て代弁の必要性を 考える こ と が重要である。少なく と も 、意

見の押し つけや誘導、本人に意思を 確認せず意見を 想像する こ と はし てはなら ない。 
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ー  言葉の説明 ー

*権利侵害 …  人が持っ ている さ まざまな権利を 他者が侵すこ と 。こ ども の権利に関し ては、プラ イ バシーや名誉を 傷

つけたり 、差別的な対応を し たり 、虐待し たり する こ と などが含まれる  。

2 -4. 属性別に気を付けるべき こ と  

( 3 )  意見を言う こ と が安全・ 安心でないなど、意見を言う 環境に特別な配

慮や工夫が必要なこ ども・ 若者 

意見を 聴く 場が安全・ 安心である ために、寄り 添う 姿勢が重要 

⃝  意見を 聴く 場が安全・ 安心である ためには、意見を 聴く 目的や聴いた意見を ど う 使う のかを

伝え、「 あなたの意見を 生かし たい」「 でき る だけあなたのためにも なる と 思っ ている ので、協

力し てほし い」と いう 気持ち を 示すこ と が大事である 。

信頼でき る 人がいる こ と 、信頼でき る 人に聴かれる こ と  

⃝  意見を 言う こ と が安全・ 安心でないと 感じ る こ ど も ・ 若者にと っ ては、相手と の信頼関係が

と ても 大切である 。意見を 聴く 際には、何度か対話を 繰り 返し 、信頼関係を 築いたう えで行う

こ と が望まし いのはも ち ろ ん、本人の意向に応じ て、信頼でき る 人や支援者が同席し ている 環

境を 用意する こ と が必要である 。 

匿名性や秘密が守ら れる こ と が重要 

⃝  「 誰に参加を 知ら れる か」「 言っ たこ と が誰に知ら れる か」に注意を 払う 必要がある（ 他の参加

者や家族へのアウティ ン グに配慮、参加の際に保護者の同意の要否など ）。 

権利侵害の経験に対する 十分な配慮、話すこと による心理的負担や権利侵害 *
等への対応・ 連携体制を 整える 

⃝  意見を 聴く と き に、参加者が権利侵害を 受けた経験など を 話す場面も 想定さ れる ため、配慮が

必要。 

⃝  こ ども ・ 若者への不適切行為や権利侵害を 発見し たと き 、悩みの相談を 受けたと き に、適切な

相談機関にき ち んと つなぎ、ど こ の相談機関がど う いう こ と を し ている のかを 本人に説明す

る こ と 、必要に応じ て支援機関への相談を サポート する こ と が大切。 
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2 -4. 属性別に気を付けるべき こ と  

( 4 )  言葉だけではなく 、年齢及び発達段階に応じ て、その意思（ 思いや願

い）が多様な形で表れ、受け止める側も 聴く ための工夫が特に必要な

乳幼児 

乳幼児を ひと り の人間と し て尊重し 、意見を 言えないと 決めつけないこ と  

⃝  乳幼児は、大人が思っ ている 以上に様々なこ と を 理解し ている こ と が多いが、その表現は幼い

ため、大人は「 ま だわから ない」と 判断し てし ま いがち 。乳幼児だから 話し て も わから な いだ

ろ う 、乳幼児だから 大し た意見を 持っ ていないだろ う 、と いう 先入観を 取り 払い、ひと り の人

間と し て見る こ と が必要。 

⃝  意見を 言う 際に、考えがまと まら なかっ たり 、言葉と し て表現する のに時間がかかっ たり し て

し まう こ と がある が、大人が答えを 誘導し てし まわないよ う に、「 待つ」こ と が重要。

日常の場面であら われる 様々な表現を 大事にし 、受け止める 

⃝  乳幼児は、言葉によ る 表現だけでなく 、自ら の動き や音、環境への反応など によ っ て自分の声

（ 意思）を 表現する こ と が多いため、非言語的なコ ミ ュ ニケーシ ョ ン を 観察し 、意思を 読み取

る こ と が重要である 。 

⃝  ま た、声に出し ている こ と と 考えている こ と が異なる 可能性についても 留意する 。 

乳幼児が生き ている 時間軸や身近な内容に寄せて考える 

⃝  乳幼児は、先のこ と を 考えて意見でき る わけではないため、意見を 聴けたと し ても 、その意見

がすぐ に変わる かも し れないと いう 前提で意見を 聴く 。 

⃝  乳幼児は、国や自治体と いっ た機構、社会の仕組みやルールと いう 概念を 認識する のは難し

いため、地域課題や都市計画の話であれば「 ま ち 」、環境問題の話であれば「 花」など、乳幼児に

と っ て身近な内容に寄せて、問いかけを し 、意見を 求める 必要がある 。 

意見反映・ 参画体験の積み重ねが大切 

⃝  乳幼児の意見表明の機会を 増やし 、意見表明や参画の経験を 積み重ねていく こ と によ っ て、意

見を 言う 力が備わり 、意見を 言いたいと いう 気持ち が醸成さ れていく こ と が期待でき る 。 

⃝  意見を 受け止める 側も 、意見を 聴く 取組を 積み重ねる こ と によ っ て、ノ ウハウや知見を 蓄積し

ていく こ と が望ま れる 。 



3．今後の課題

 - 国や自治体が取り 組むべきこ と
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５ つの課題 

⃝   本調査を 通じ て、 「 声を あげにく いこ ど も ・ 若者」の意見を 聴き 、政策に反映す

る ための工夫や配慮について整理する こ と ができ たが、今後、国や自治体が多

様なこ ど も や若者を 意見を 聴き 、政策に反映し ていく ためには、以下の 5 つの

課題に取り 組みながら 、進めていく こ と が必要です。

　 ① 多様性確保を 形式だけで終わら せずに、こ ども ・ 若者１ 人ひと り の特
　  　 性や状況に沿っ た対応が必要である こ と を 認識する

　 ② 意見を 聴く 側が「 知識」を 深めつつ、当事者と 関係性を 構築し ている
　 　  支援者等と の連携を 深める 

　 ③ 意見を 伝える ・ 聴く こ と を 文化と し て根付かせる ため、社会全体で努
　 　  力する こ と

　 ④ 声を 聴かれにく いこ ども へのリ ーチは、現状で は不十分なので、関係
　 　  機関と も 連携し ながら 、継続的にリ ーチ範囲の拡大に努める こ と

　 ⑤ 今回の調査で声を 聴かれにく いこ ど も ・ 若者の意見聴取手法につい
　 　  て一定のヒ ント は得ら れたが、有効な意見聴取手法が確立でき ている
　 　  わけではないため、実践も 経ながら 今後も 研究する こ と  



（ 参考） 

～調査にご協力いただいた皆様～ 
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調査にご協力いただいた皆様 - その１  -

こ ども・ 若者に詳し い有識者、団体や個人と し て様々なこ ども・ 若者の支援

を 行っ ている支援者、合計20名にヒ アリ ングを実施し まし た。 

① 学校、地域、生活の場などを 通じ て情報や参画機会を 提供する こ と が困難なこ ども ・ 若者 

　   不登校のこ ど も

　 　 　 　 　 石川 悦子  :  こ ど も 教育宝仙大学 こ ど も 教育学部長 教授

　 　 　 　 　 井利 由利  :  公益社団法人青少年健康セン タ ー 茗荷谷ク ラ ブ  チーフ スタ ッ フ

　   中退し た若者

　 　 　 　 　 青砥 恭  :  N PO 法人さ いたま ユースサポート ネッ ト  理事

　   ヤン グケアラ ー

　 　 　 　 　 澁谷 智子  :  成蹊大学 文学部 現代社会学科 教授

　 　 　 　 　 中道 慶恵  :  元当事者

　 　 　 　 　 宮崎 成悟  :  一般社団法人ヤン グケアラ ー協会 代表理事

　 　 　 　 　 小林　 鮎  :  一般社団法人ヤン グケアラ ー協会 看護師兼公認心理師

②  意見表明の手法の選択肢が限ら れている こ と から 受け止める 側も 聞く ための工夫が特に必要な
　  こ ども ・ 若者 

　   障害児

　 　 　 　 　 相澤 仁  :  大分大学福祉健康科学部 福祉健康科学科 教授

　   医療的ケア児

　 　 　 　 　 福満 美穂子  :  N PO 法人なかのド リ ーム 理事 

　 　 　 　 　 松丸 実奈  :  N PO 法人にこ り  理事長

　   外国人のこ ど も ・ 若者 

　 　 　 　 　 嶋田 和子  :  アク ラ ス日本語教育研究所 代表理事

③ 意見を 言う こ と が安全・ 安心でないなど、意見を 言う 環境に特別な配慮や工夫が必要な
　  こ ども ・ 若者 

　   社会的養護を 必要と する こ ど も 、ケアリ ーバー / 生活困窮世帯のこ ど も ・ 若者 /

　   虐待を 受ける 、ま たは受けたこ と がある こ ど も ・ 若者 

　 　 　 　 　 長瀬 正子  :  佛教大学社会福祉学部 准教授

　 　 　 　 　 齊田 由美 :  ち ばアフ タ ーケアネッ ト ワーク ステ ーショ ン  相談員

　 　 　 　 　 竹田 明子 :  京都市ユースサービ ス協会

　   性的マイ ノ リ ティ のこ ども ・ 若者 

　 　 　 　 　 岩本 健良  :  金沢大学 人間社会研究域 人文学系 准教授 

　 　 　 　 　 遠藤 ま めた :  一般社団法人にじ ーず 代表

　   いじ めを 受ける 、ま たは受けたこ と がある こ ど も  

　 　 　 　 　 石川 悦子  :  こ ど も 教育宝仙大学 こ ど も 教育学部長 教授 

　 　 　 　 　 井利 由利 :  公益社団法人青少年健康セン タ ー 茗荷谷ク ラ ブ  チーフ スタ ッ フ

④ 乳幼児期のこ ども（ ０ 歳、概ね１ 歳～３ 歳未満の幼児、概ね３ 歳以上の幼児） 

　   乳幼児期のこ ど も（ ０ 歳、概ね１ 歳～３ 歳未満の幼児、概ね３ 歳以上の幼児）

　 　 　 　 　 伊藤 唯道  :  社会福祉法人 順正寺福祉会 順正寺こ ど も 園 園長

　 　 　 　 　 本田 智秋 :  ち 社会福祉法人 順正寺福祉会 順正寺こ ど も 園 職員 

　 　 　 　 　 曽木 書代 :  陽だま り の丘保育園 園長

声を 聴かれにく いこ ども ・ 若者（ カ テゴリ ーに捉われずヒ アリ ン グ）

　 　 　 　 　 間宮 静香  :  緑オリ ーブ 法律事務所 弁護士
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調査にご協力いただいた皆様 - その２  -

当事者であるこ ども・ 若者28名にヒ アリ ングを実施し まし た。 

なお、こ ども・ 若者が抱える困難の要因は複合的であるため、参加者の中

には、複数の属性と し ての意見を 聴く こ と ができ た場合も ある 。 

① 学校、地域、生活の場などを 通じ て情報や参画機会を 提供する こ と が困難なこ ども ・ 若者 

　   不登校のこ ど も / いじ めを 受ける 、ま たは受けたこ と がある こ ど も  

　 　 　 　 　 ぽく る ーむ :  グループ A ( 年齢不詳 1 名  / 2 0 代後半 1 名  )

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 グループ B ( 小学生 1 名  / 中学生 1 名  / 2 0 代後半 1 名 )

　   中退し た若者

　 　 　 　 　 さ いたま ユースサポート ネッ ト（ 若者自立支援ルーム） :  2 0 代前半 1 名  / 2 0 代前半 1 名

　   ヤン グケアラ ー

　 　 　 　 　 一般社団法人ヤン グケアラ ー協会 :  2 0 代前半 1 名 / 2 0 代後半 1 名 / 高校生世代 1 名

　   アク セスの難し い地域に住むこ ど も ・ 若者 :  高校生世代 1 名

②  意見表明の手法の選択肢が限ら れている こ と から 受け止める 側も 聞く ための工夫が特に必要な
　  こ ども ・ 若者 

　   障害児

　 　 　 　 　 社会福祉法人麦の子会 :  小学生 1 名  / 中学生 1 名 

　   医療的ケア児

　 　 　 　 　 はぐ むのあかり ク リ ニッ ク 、にこ り ステ ーショ ン 、 N PO 法人にこ り の訪問診療先のご 家族

　 　 　 　 　   :  8 歳 1 名 / 6 歳 1 名 / 9 歳 2 名 

　   外国人のこ ど も ・ 若者 

　 　 　 　 　 一般財団法人 杉並区交流協会 :  中学生 1 名  / 中学生 1 名 

③ 意見を 言う こ と が安全・ 安心でないなど、意見を 言う 環境に特別な配慮や工夫が必要な
　  こ ども ・ 若者 

　   社会的養護を 必要と する こ ど も 、ケアリ ーバー 

　 　 　 　 　 社会福祉法人生活ク ラ ブ ( ち ばアフ タ ーケアステ ーショ ン ) :  2 0 代前半 1 名

　   性的マイ ノ リ ティ のこ ども ・ 若者 

　 　 　 　 　 一般社団法人にじ ーず  :  高校生世代 1 名 / 高校生世代 1 名 / 職員 1 名（ 当事者） 

④ 乳幼児期のこ ども（ ０ 歳、概ね１ 歳～３ 歳未満の幼児、概ね３ 歳以上の幼児） 

　   乳幼児期のこ ど も（ ０ 歳、概ね１ 歳～３ 歳未満の幼児、概ね３ 歳以上の幼児）

　 　 　 　 　 社会福祉法人龍美（ 陽だま り の丘保育園）  :  幼児（ 5 歳） 6 名 



多様なこ ど も ・ 若者の意見反映　 プ ロ セスの在り 方に関する 調査研究

～声を 聴かれにく いこ ども ・ 若者の意見を 聴き 、政策に反映する ために～
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　住　 　 所： 〒10 0 -6 0 9 0  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 東京都千代田区霞が関3 -2 -5  霞が関ビ ルディ ング 14 階· 2 0 階· 21 階 · 2 2 階

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　電話番号： 0 3 -6 7 7 1 -8 0 3 0 （ 代表）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　法人番号： 7 0 0 0 0 12 0 10 0 3 9

発行日　 　 　 　 　 　 2 0 2 4 年 3 月

制作　 　 　　 　 　 　 株式会社 N TTデータ 経営研究所

編集 · デザイ ン　 　 ニアカ リ 合同会社

● 調査研究報告書掲載ページ

http s: //www.cfa.go .jp /p o licies/iken/guid eline/

https://www.cfa.go.jp/policies/iken/guideline/

